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県政連続講義（R6中京大学）
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建設局土木部建設企画課
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建設部門の組織図

９事務所 ２港務所

９課、２室 ７課、２室 ４課、１室

２０課、５室及び９事務所、２港務所
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社会資本とは︖︕
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○「あいち社会資本整備方針2025」について

社会資本整備の方針について説明します。

○インフラのストック効果（個別事業の事例紹介）

インフラの整備を進めることで、どのような効果があるのか、
具体的な事例を交えて紹介します。

はじめに（流れ）

ストック効果：整備されたインフラが機能することで、整備直後から継続
的かつ中長期にわたって得られる効果（⇔フロー効果）
生産性向上効果、安全・安心効果、生活の質の向上効果等



あいち社会資本整備方針とは

本県の社会経済活動や県民生活を支える社会資本の整備につい
て、建設部門（建設局、都市・交通局、建築局）が進めていくべ
き取組方針を示すもの。概ね５年ごとに策定。
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2021年度〜2025年度（５年間）＜計画期間＞

＜３つのテーマ＞

１ あいちを高める

２ あいちを守る

３ あいちが輝く

日本の成長を牽引する愛知の国際競争力を
強化し、地域の活力を創出する「あいちを
高める」取組。
地震・津波、風水害などから県民の生命・
財産を守り、安全で安心な生活を支える
「あいちを守る」取組。
地域が魅力にあふれ、県民が快適に暮らす
ことができる持続可能な社会を実現する
「あいちが輝く」取組。

「あいち社会資本整備方針2025」



あいち社会資本整備方針2025
取り組みテーマ

（１）陸・海・空一体の国際競争力強化１．あいちを高める

（２）地域の活性化

（１）地震・津波対策２．あいちを守る

（２）風水害対策

（３）インフラ老朽化対策

（４）交通事故対策

（５）山間・離島対策

（１）地域の魅力向上３．あいちが輝く
（２）快適な生活空間の創出

（３）自然環境の保全・創出

（４）循環型社会の構築
事業の選択と集中、事業の評価、建設業の働き方改革と担い手の
確保・育成、デジタル化、民間活力の活用 ほか

取組を支える方策
6



あいち社会資本整備方針2025の策定にあたって
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１．人口動向、経済状況、産業状況
２．リニアの整備進展
３．発生が懸念される南海トラフ地震
４．気候変動に伴う風水害
５．インフラの老朽化
６．厳しい交通事故情勢
７．国内外の交流拡大
８．持続可能な社会の実現
９．第４次産業革命

時代の潮流と本県の社会資本を取り巻く環境
(2025策定時点と現在（2024.5時点）の状況）

＜2025策定時点の見通し＞ ＜（参考）2024.5時点のトピックス＞

1.本県では2019年の約755万4千人を

ピークに減少傾向

2.リニア開業予定遅延

3.2023年元日の能登半島地震

4.2023年6月2日の台風第2号による

三河地域を中心とした大雨被害

5.2022年5月明治用水頭首工漏水事故

6.依然厳しい交通事故情勢

7.コロナの拡大、収束

2022年、2023年ジブリパーク開園

8.矢作川・豊川カーボンニュートラル

カーボンニュートラルポート

9.DX、働き方改革、物流の2024問題



中部国際空港株式会社提供

岸壁の整備及び保管施設用地の確保

① 広域幹線道路ネットワークの強化
② 空港・港湾へのアクセス道路の強化
③ 生産拠点への物流を支える道路の強化
④ リニアの建設促進
⑤ リニア開業を見据えた公共交通ネットワークの充実・強化
⑥ 港湾の整備推進(名古屋港･衣浦港･三河港)
⑦ 中部国際空港の二本目滑走路の整備促進
⑧ ジブリパークの整備による愛・地球博記念公園のさらなる進化

衣浦港

高浜高架橋

至 豊田市

至 碧南市

港湾アクセス道路の整備
（国道247号、国道419号）

-11m岸壁及びふ頭用地の造成
（三河港蒲郡地区）

中部国際空港

衣浦大橋

あいち社会資本整備方針2025

（１）陸・海・空一体の国際競争力の強化

１ あいちを高める
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取組の分野ごとに
SDGsの17の目標を示す→
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○現空港用地と新たに造成される土地を最大限活用した２本の滑走路の配置を目指し、２段
階に分けて整備を進める （2021年12月14日 中部国際空港将来構想推進調整会議）

第２段階〔将来形〕第１段階〔暫定形〕

新滑走路
長さ:3,500m、幅:45m

代替滑走路
長さ:3,290m、幅:45m

代替滑走路
長さ:3,290m、幅:45m

現滑走路
長さ:3,500m、幅:60m

2027年度を目途に現誘導路の位置に「代替滑
走路」を整備し、深夜早朝時間帯における航空機
の運航を継続しながら「現滑走路」の大規模補修を
実施

将来の航空需要等を踏まえ、「中部国際空港沖
公有水面埋立事業」により造成される土地に「新滑
走路」を整備し、第１段階で整備した滑走路との２
本で運用

【参考】２本の平行滑走路配置と滑走路処理容量向上効果

滑走路

滑走路中心線間隔：210m以上760m未満
滑走路処理容量：約1.2倍

滑走路中心線間隔：760m以上1,310m未満
滑走路処理容量：約1.5倍

滑走路中心線間隔：1,310m以上
滑走路処理容量：2.0倍

①

②

✈

1,310m以上

760m以上1,310m未満

210m以上760m未満✈
✈
✈

③

『中部国際空港の将来構想』に沿った滑走路の整備

現滑走路

代替滑走路

新滑走路

愛知県国際展示場
Aichi Sky Expo

複合商業施設
FLIGHT OF DREAMS



① 集約型まちづくりの推進 ② 都市間・地域内道路ネットワークの強化
③ 有料道路コンセッションの取組継続
④ 公共交通ネットワークの形成 ⑤ 鉄道高架事業の推進
⑥ 適正な土地利用への誘導
⑦ 活力ある産業・住宅用地の確保
⑧ 地籍整備の推進
⑨ 地域の特性を活かした緑のまちづくりの推進
⑩ 水資源の安定確保

鉄道高架事業の推進例（新清洲駅付近鉄道高架）

あいち社会資本整備方針2025

（２）地域の活性化

完成イメージ

県道名古屋祖父江線（（都）給父清州線）現況写真 県道名古屋祖父江線（（都）給父清州線）完成予想図

１ あいちを高める
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① 緊急輸送道路等の整備及び橋梁の耐震化
② 港湾・漁港施設の耐震化
③ 河川・海岸施設の耐震化
④ 下水道施設の耐震化
⑤ 住宅・建築物の耐震化
⑥ 無電柱化の推進
⑦ 防災・減災に資する緑とオープンスペースの保全と創出
⑧ 事前復興まちづくりに向けた支援

あいち社会資本整備方針2025

（１）地震・津波対策

２ あいちを守る

橋梁の耐震補強（県道蟹江飛島線 新善太川橋）

対策前 対策後

水門等の耐震化及び自動閉鎖化
（西尾海岸 平坂樋門）

河川施設の耐震化
（新川）
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① 洪水対策
② 高潮対策
③ 土砂災害防止対策
④ 落石等防止対策

あいち社会資本整備方針2025

（２）風水害対策

河道整備（天白川） 急傾斜地崩壊防止施設の整備（今御堂区域）

高潮対策
（南知多海岸内海・山海地区）

対策前 対策後

保育園

２ あいちを守る

20



21



22



① メンテナンスサイクルの確実な実施

あいち社会資本整備方針2025

（３）インフラ老朽化対策

橋梁の修繕工事（県道西中山越戸停車場線 青木橋歩道橋）

対策前 対策後

漁港の防波堤における予防保全対策（形原漁港）

ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆により、鋼管矢板の

寿命を延ばした

対策後

鋼管矢板

対策前

対策後対策前

急傾斜地崩壊防止施設の修繕工事（間草区域）

対策前 対策後

クラック発生
拡大

長寿命化改善工事（県営大森向住宅）

２ あいちを守る
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①幹線道路における交通事故対策の推進
②歩行者・自転車優先の道づくりの推進

あいち社会資本整備方針2025

（４）交通事故対策 （５）山間・離島対策

①山間地域の暮らしを支える交通ネット
ワークの強化

②漁村地域の暮らしを支える漁港の整備
推進

カラー舗装等による速効対策（県道岡崎環状線）

対策前

対策後

バイパスの整備（国道151号 新太和金トンネル）

フェリー岸壁の耐震化（篠島漁港）

２ あいちを守る
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① 観光地へのアクセス道路の整備と「道の駅」の整備支援
② みなとまちづくりの推進
③ 航空機産業をベースとした産業観光の強化
④ 市街地再開発事業等の促進
⑤ 地域コミュニティを育む場としての緑の活用
⑥ 美しい愛知づくりの推進
⑦ かわまちづくりの推進

あいち社会資本整備方針2025

（１）地域の魅力向上

３ あいちが輝く

道の駅「とよはし」 みなとオアシスがまごおり
バリアフリーポンツーン「マンボウ」

犬山城下町地区（犬山市）
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① QOL(生活の質)の向上に貢献する身近な緑とオープンスペースの確保
② 下水道整備による快適な生活環境の保全・創出
③ 下水道事業における広域化・共同化
④ 住宅セーフティネットの重層化
⑤ 高齢者向け賃貸住宅の供給促進

あいち社会資本整備方針2025

（２）快適な生活空間の創出

「あいち森と緑づくり事業」を活用した民有地緑化
（名古屋市）

幹線管渠整備状況
（日光川下流流域下水道）

県営平針住宅

３ あいちが輝く
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① 港湾緑地の整備推進
② 海域環境の改善
③ 緑の恩恵を享受していくための生物多様性への配慮（都市の緑の保全・創出）
④ 多自然川づくりの推進
⑤ 下水道整備による健全な水環境の保全・創出

あいち社会資本整備方針2025

（３）自然環境の保全・創出

多自然川づくり（伊賀川）海域環境の改善対策と効果

３ あいちが輝く
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① 下水道エネルギーの有効活用
② 環境に配慮した建築物・住宅の普及啓発
③ あいくる材の利用促進

あいち社会資本整備方針2025

（４）循環型社会の構築

バイオガス発電
（電力会社へ売電：豊川浄化センター）

あいくる材の活用例

３ あいちが輝く
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・社会資本のストック効果が最大限に発
揮されるよう、投資効果や必要性の高い
事業の重点化

あいち社会資本整備方針2025

（１）事業の選択と集中 （２）事業の評価

・事前評価、再評価、事後評価からなる
公共事業評価を実施
・公共事業におけるPDCAサイクルの確立

（３）建設業の働き方改革と担い手の確保・育成
① 建設現場の労働環境改善
② あいち建設みらいサロン・出前講座・現場見学会の開催

快適トイレの設置例 サロンの開催状況 33

取組を支える方策



① i-Constructionの推進
② 統合情報データベース基盤の整備推進

あいち社会資本整備方針2025

（４）社会資本整備のデジタル化

ICTバックホウによる法面整形

UAV（無人航空機）による現場状況確認 34

取組を支える方策



① 有料道路コンセッションの取組継続
② 県営都市公園における民間活力の活用
③ 下水道事業における官民連携（PPP/PFI等）の活用
④ 県営住宅建替におけるPFI方式の活用
⑤ 指定管理者制度の活用

あいち社会資本整備方針2025

（５）民間活力の活用

民間のノウハウを活かした施設整備
（フォレストアドベンチャー・新城）（新城総合公園）

①防災協定の強化・充実
②BCPの強化・充実

（６）関係機関との協力体制の強化・充実

①「市町村まちづくり支援窓口」による
技術的支援

（７）市町村への支援 （８）まち歩きイベントの開催

①ブラアイチの開催
35

取組を支える方策



取組指標 進捗状況一覧

１．あいちを高める

２．あいちを守る

：2021年度 ：2022年度
目標

［2025］

1 空港・港湾へのアクセス道路の整備延長 － 0.4km 10.3km

2 生産拠点への物流等を支える道路の整備延長 － 4.6km 10.2km

3 衣浦港・三河港の岸壁整備率 62.6% 66.0% 85.2%

4 衣浦港・三河港のふ頭用地整備率 72.7% 89.2% 99.4%

公園 5 愛・地球博記念公園の来園者数 156万人 180万人 280万人

道路 6 都市間・地域内の連携・交流を強化する道路の整備延長 － 16.2km 49.6 km

鉄道 7 事業区間内線路の高架切替率 15.4% 23.1% 30.8%

公園 8 民間活力を導入した施設の設置率 28.6% 42.9% 85.7%

地域の
活性化

0

陸・海・空
一体の

国際競争力の
強化

取組方針 分野 No. 指　標 策定時
目標に対する達成割合（％）

港湾

20 40

道路

60 80 100

2022年度末

実績

目標

［2025］

9 緊急輸送道路の橋梁の耐震補強率 28% 31.5% 46.5%

10 緊急輸送道路の整備延長 － 12.6km 46.3km

港湾 11 港湾施設（大型荷役機械）の耐震化率 0% 完了済 100%

漁港 12 漁港施設の耐震・耐津波強化率 41.8% 73.6% 100%

13 河川・海岸堤防の耐震化率 67.8% 75.1% 75.2%

14 河川・海岸水門等の耐震化率 75.1% 82.3% 86.8%

15 河川・海岸水門の自動閉鎖化等の実施率 43.3% 60.0% 76.7%

下水 16 下水処理場の耐震化率 75% 78.1% 85.1%

建築 17 県有施設非構造部材等耐震対策（特定天井脱落対策）の実施率 42% 75.0% 100%

道路 18 緊急輸送道路の無電柱化の実施延長 32.5km 66.6km

公園 19 広域防災活動拠点となる県営都市公園の整備率 64.3% 65.2% 70.3%

河川 20 河川の整備率 16.9% 19.5% 18.7%

海岸 21 河川・海岸堤防の耐震化率【再掲No13】 67.8% 75.1% 75.2%

22 要配慮者利用施設及び避難所を保全する施設整備率 22% 23.5% 26%

23 土砂災害警戒区域における基礎調査（繰返し調査）の実施率 0% 94.5% 100%

道路 24 緊急輸送道路の落石等危険箇所の対策実施率 50% 53.4% 56.2%

道路 25 機能に支障が生じる前の予防保全的な修繕実施率（橋梁） 0% 6.1% 16.1%

26 26.2% 37.6% 72.5%

地震・津波

対策

風水害

対策

インフラ

老朽化対策

[47.2km]

115.5km

河川

海岸

砂防

道路

河川・海岸水門等の老朽化対策率
河川

海岸

取組方針 分野 No. 指　標
0

策定時
目標に対する達成割合（％）

60 80 1004020

2022年度末

実績
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取組指標 進捗状況一覧

３．あいちが輝く

取組を支える方策

２．あいちを守る ：2021年度 ：2022年度
目標

［2025］

砂防 27 1% 14.1% 19.6%

下水 28 ストックマネジメント計画に基づく老朽化対策の実施流域数 － 8流域 8流域

漁港 29 老朽化に対する漁港施設の健全率 95.5% 98.0% 100%

公園 30 老朽化した都市公園施設（遊具）の更新率 0% 22.7% 100%

住宅 31 県営住宅の長寿命化改善工事の実施戸数 － 799戸 875戸

32 － 20箇所

33 子どもが日常的に移動する経路における危険箇所の対策実施率 67% 98.1% 100%

道路 34 山間地域における道路整備延長 － 2.7km 20.7km

漁港 35 漁港施設の耐震・耐津波強化率【再掲No12】 41.8% 73.6% 100%

157箇所

取組方針 分野 No. 指　標 策定時

健全度評価で要対策となった砂防関係施設の改築・修繕工事の実

施率

インフラ

老朽化対策

交通事故

対策
道路

事故危険箇所における死傷事故抑止率

（事故危険箇所における対策箇所数）

山間・離島

対策

0 80 100

目標に対する達成割合（％）

20 40 60

2022年度末

実績

目標

［2025］

道路 36 観光地へのアクセス道路の整備延長 － 3.3km

37 三河港蒲郡地区の岸壁整備率 86.8% 完了済 100%

38 三河港蒲郡地区のふ頭用地整備率 86.2% 90.7% 100%

公園 39 県営都市公園における利用促進協議会の設置率 80% 完了済 100%

40 下水道普及率 79.3% 81.0% 84.6%

41 汚水処理の広域化の実施率 0% 85.0% 100%

42 共同汚泥処理実施箇所数 － 1箇所 1箇所

住宅 43 県営住宅の建替工事の実施戸数 － 640戸 1,750戸

44 港湾緑地の整備率 22.1% 27.2% 29.5%

45 三河湾の干潟・浅場造成、覆砂、深掘跡埋戻しの実施率 61.8% 67.8%

公園 46 県営都市公園における生物多様性の保全再生活動達成率 90% 136.0% 95.0%

下水 47 下水道普及率【再掲No40】 79.3% 81.0% 84.6%

48 下水道エネルギー活用施設数 3施設 4施設 5施設

取組方針 分野 指　標No.

62.7%

4.9km

0 20 40 60

地域の

魅力向上
港湾

下水快適な生活

空間の創出

港湾
自然環境の

保全・創出

循環型社会の

構築
下水

目標に対する達成割合（％）
策定時

2022年度末

実績 80 100

目標

［2025］

全般 49 ICTを活用した工事の実施率 21% 76.2% 100%

No. 指　標

社会資本整備

のデジタル化

取組を

支える方策
分野

0 20 40 60

2022年度末

実績
策定時

80

目標に対する達成割合（％）

100
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愛知県の公共事業評価

PDCAサイクルの確立

■総事業費が一定規模※以上の事業
事業課が、評価を行うに当たって必要となるデー
タの収集、整理等を行い、評価に係る資料を作成
し、事業評価監視委員会の意見を聴き、対応方針
を決定

■総事業費が一定規模未満の事業

事業課が、評価を行うに当たって必要となるデータの収集、整理等を行い、評価に係る資料を
作成し、対応方針を決定

※「一定規模」の定義の例（総事業費において）
都市公園事業：１０億円、道路事業：１５億円、海岸事業：５億円

事業評価に係る内容はWebで公開しています。
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/hyoka-toppage.html

【参考】
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愛知県の公共事業評価

■事業評価監視委員会の会場の様子（本庁舎６F正庁）役職等氏名

椙山女学園大学 准教授阿部 順子

弁護士法人 TRUTH&TRUST
弁護士小川 洋子

名古屋大学 教授加藤 博和

名古屋工業大学 教授北野 利一

木全美加公認会計士事務所
公認会計士木全 美加

名古屋大学 助教小谷 亜由美

岐阜大学 教授平松 研

株式会社 対話計画
代表取締役

藤森 幹人

■令和６年度委員名簿（予定）
事業評価監視委員会は、基本、年６回開催

【参考】
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愛知県の公共事業評価

事業
採択 着工 完了

５年継続

再評価後５年経過
完了後
５年目

５年
未着工

事前評価 再評価 事後評価
長期再評価継続事業等について、事業継続の妥当性を
判断し、必要に応じて事業の見直しを実施する。

完了した事業について、達成状況等を確認し、
必要に応じて適切な改善措置を検討するとともに、

その結果を同種事業の計画等に反映させる。

新たに実施しようとする事業について、
事業実施の妥当性を判断する。

【参考】
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インフラのストック効果 その他の事例
インフラのストック効果 愛知県 検索

YouTubeチャンネル 愛知県庁・土木[公式]
チャンネル登録はこちらから
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